
 

 

 

 

 

 

 

１ 支援教育課新設の目的  

 昨今、支援を必要とする児童生徒数は、全

国的に増加しています。相模原市においても、

下記の［グラフ１］に示したとおり、市内の

児童生徒数（――）は、減少しているものの、

特別支援学級に在籍している児童生徒数   

（――）は、平成 27 年度 991 人から令和 7

年度 2,346 人と約 2.4 倍へと急増していま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［グラフ１］相模原市における児童生徒数の推移 

 

また、文部科学省の「通常の学級に在籍す

る特別な教育的支援を必要とする児童生徒に

関する調査結果について」（令和４年 12 月）

では、学習面又は行動面で著しい困難を示す

とされた児童生徒数の割合は 8.8％とされて

います。  

さらに、相模原市では通級指導教室（サポ

ートルーム、きこえとことばの教室）で指導

を受けている児童生徒数は、令和 2 年度の

456 人から令和 7 年度には 583 人となり、 

 

 

 

 

こちらも増加を続けています。こうした状況

に、学校において、より適切な支援が行われ

るよう、令和 7 年 4 月に支援教育課が新設さ

れました。  

支援教育課は、令和 6 年度まで、青少年相

談センター・学校教育課・教育センターが、

それぞれ所管していた支援教育に関する業務

を総括する機関として新たに位置付けられま

した。窓口を一元化することにより、学校や

保護者の分かりやすさや相談のしやすさが増

すとともに、より迅速な判断や対応ができる

ことをめざしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 支援教育課の業務について  

「相模原市第 2次教育振興計画」に基づき、

多様性の理解や人権意識の向上、特別支援教

育の推進、特別支援教育の体制の充実を進め

ています。ここでは、支援教育課の主な業務

について、6 つ紹介いたします。  

 

（１）支援方法等の指導助言  

 特別支援学級における特別な教育課程の編

成や自立活動の取組、通常の学級における多

様な教育的ニーズに応じた支援方法等につい

ての指導助言を行います。  

（２）人材育成  

 全ての教員を対象に、教育センターと連携

して研修を行い、支援教育に関する知識や理

支援教育課の新設 

支援教育課の取組  

多様な教育的ニーズに応じた支援 
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解の充実を進めています。また、相模原市 

特別支援教育研究会と連携し、「特別支援学

級・通級指導教室経営ガイドブック   すまい

る３６５」を作成し、教員が広く活用できる

ように周知や研修を行っています。  

（３）人的支援と巡回相談  

 非常勤介助員や支援教育支援員、学校看護

師、学校生活支援員（学校サポーター）を、

児童生徒の教育的ニーズに応じて配置してい

ます。  

また、支援教育指導員による巡回相談を実

施し、児童生徒に対する具体的な支援方法や

校内支援体制の充実についてのコンサルテー

ションを行っています。  

（４）学びの場の整備  

教室の基礎的環境整備の在り方について、

助言を行い、階段昇降車やワイヤレス補聴援

助システムの貸し出し、音声教材や拡大教科

書の紹介等を行っています。  

（５）就学相談  

 新就学児や既就学児の就学相談を行い、特

別支援学級や通級指導教室等の適切な学びの

場の検討・判断を関係機関と連携しながら進

めています。  

（６）関係機関との連携  

 特別支援学校のセンター的機能を活用した

巡回相談や就学相談では、県立特別支援学校

の地域支援の先生方と連携しています。さら

に、関係機関相互の連携強化を協議する支援

教育ネットワーク協議会や、学校や医師、関

係機関の連携を図る医療的ケア運営委員会を

開催しています。  

 

 

 

 

 前述したとおり、国の調査によると、通常

の学級に在籍する特別な教育的支援を必要と

する児童生徒の割合は、8.8％とされており、

本市においても、通級指導教室に通う児童生 

 

徒数が増加しています。現在、通級による指

導は、児童生徒が設置校に通う方法で運営さ

れていますが、保護者の送迎が必要なことや、

往復の移動時間がかかる等の課題があります。

そうした理由により、通級による指導が見送

られるケースもあることから、令和 8 年度よ

り通級指導教室を増設し、近隣の学校で指導

が受けられるよう環境を整えています。 

 また、通級指導教室の担当教員が児童の在

籍校へ出向いて指導を行う「拠点巡回方式」

を、小学校２校で試行することとしました。

児童は在籍校にいながら、通級担当教員の巡

回により指導が受けられるようになります。 

 

通級拠点巡回方式のイメージ図  

 

 

 

 

 

 

加えて、通級指導教室の一年間の流れや具

体的な指導例などを「すまいる３６５」に増

補することで、指導の充実をめざしています。 

 

 

 

 

特別支援学級や通級指導教室に加え、通常

の学級においても、支援が必要な児童生徒数

が増加しています。  

そうした子どもたちの多様性を包摂し、多

面的で多角的なアプローチを進めることが、

子どもたちの可能性を最大限に伸長すること

につながります。  

支援教育課では、引き続き、誰一人取り残

さない温かさのある教育の実現をめざし、学

校・先生方とともに、より良い支援に取り組

んでまいります。  

通級指導教室における支援 

拠点校 巡回校 

支援教育のこれから 
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